
一口
富
士
松
鶴
手
…
代
薪
内
千
歳
派
三
代
目
家
元
］

新
幅
内
上
演
字
八
場
無
料
雫
約
不
要
」

司
会
●
渡
部
麻
実
百
本
女
子
大
学
准
教
授
］

一
雪
た
け
く
ら
べ
』

講
演
会
安
場
無
料
・
予
約
不
要
》

戸

橋
本
の
ぞ
み
百
本
女
子
大
学
他
非
常
勤
講
皿

「
変
容
す
る
語
り

ｌ
『
た
け
く
ら
べ
』
の
生
成
過
程
」

笹
尾
佳
代
［
徳
島
李
准
教
還

「
〈
翻
訳
〉
の
「
た
け
く
ら
べ
」

ｌ
更
新
さ
れ
る
物
垂
叩
止

山
本
欣
司
蚕
庫
川
享
李
教
授
］

「
信
如
像
再
検
討
の
試
み

Ｉ
信
如
は
ツ
ン
デ
レ
か
ｌ
」

日
本
女
子
大
学
文
学
部
・
文
学
研
究
科
学
術
交
流
企
画
講
演
会
・
新
雌
内
上
演

↓
△

L

L．

日
本
女
子
大
学
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス

成
瀬
記
念
講
堂
【
入
場
無
料
・
予
約
不
一
妄
ロ

十
二
月
二
十
一

昼
真
］
樋
口
葉
肖
像
［
台
束
区
さ
一
蕊
記
念
館
蔵
］
〃
『
真
筆
版
た
け

く
ら
べ
』
博
文
館
、
大
正
七
年
弓
新
選
名
著
復
刻
全
染
』
近
代
文
学
館
〕

問
い
合
わ
せ
先
●
日
本
女
子
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科

〒
１
１
２
１
８
６
８
１
文
京
区
目
白
台
２
１
８
１
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
３
Ｉ
５
９
８
１
Ｉ
３
５
２
２

午
後
一
時
～
午
後
四
時
三
十
分
（
終
了
予
定
）

［
開
場
午
後
十
二
時
三
十
分
］

平
成
二
十
六
年

日
［
日
］



樋
口

『
た
け

日
本
で
最
初
の
女
性
職
業
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
樋
口
一
葉
（
言
ノ
七
二
～
一
八
ブ
ナ
）
は
言
ノ
九
四

（
明
治
二
七
）
年
十
二
月
か
ら
九
六
年
一
月
に
い
た
る
、
い
わ
ゆ
る
〈
奇
跡
の
十
四
ケ
月
〉
に
『
大
つ
ど
も
り
』

『
に
ご
り
え
』
『
十
三
夜
』
『
た
け
く
ら
べ
』
を
矢
継
ぎ
早
に
発
表
し
、
二
十
四
歳
で
急
逝
し
ま
し
た
。
ド

ラ
マ
性
に
富
ん
だ
そ
の
生
涯
お
よ
び
創
作
は
、
伝
記
、
映
画
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
等
々
に
お
い
て
も
度
々

取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
都
度
あ
る
イ
メ
ー
ジ
を
形
作
り
、
そ
れ
を
流
通
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

文
芸
雑
誌
「
め
さ
ま
し
草
」
の
合
評
欄
「
三
人
冗
語
」
（
一
八
九
六
・
四
）
で
、
森
鵬
外
、
幸
田
露
伴
、
斎
藤

緑
雨
に
よ
っ
て
『
た
け
く
ら
べ
』
に
与
え
ら
れ
た
絶
賛
が
、
『
た
け
く
ら
べ
』
お
よ
び
一
葉
の
存
在
を
一
躍

世
に
知
ら
し
め
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い
初
期
批
評
は
同
時
に
、

そ
の
後
の
『
た
け
く
ら
べ
』
や
一
葉
の
作
家
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
と
流
通
に
、
一
定
の
道
筋
を
付
け
る
働
き

を
も
果
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
八
○
年
代
に
起
こ
り
現
在
に
引
き
継
が
れ
る
『
た
け
く
ら
べ
』
論

争
が
、
「
た
け
く
ら
べ
』
イ
メ
ー
ジ
の
展
開
に
、
新
た
な
方
向
性
を
付
け
加
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
○
一
四
年
は
、
新
渡
戸
稲
造
に
か
わ
り
、
五
千
円
紙
幣
の
新
し
い
肖
像
に
樋
口
一
葉
が
採
用
さ
れ

て
か
ら
ち
ょ
う
ど
十
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。
二
○
○
四
年
、
日
本
銀
行
券
の
新
た
な
顔
と
な
っ
た
一
葉

の
代
表
作
『
た
け
く
ら
べ
』
は
、
文
学
研
究
や
国
語
教
育
の
現
場
、
あ
る
い
は
文
学
愛
好
家
の
枠
組
み
を

こ
え
、
あ
ら
た
め
て
脚
光
を
浴
び
、
日
本
近
代
を
代
表
す
る
〈
名
作
〉
と
し
て
、
ふ
た
た
び
流
通
を
開
始

し
ま
し
た
。

講
演
会
・
新
内
上
演
「
樋
口
一
葉
『
た
け
く
ら
べ
』
ｌ
生
成
・
認
知
・
流
通
ｌ
」
で
は
、
現
代
を
代
表
す

る
樋
口
一
葉
研
究
者
に
加
え
、
新
内
千
歳
派
の
三
代
目
家
元
を
お
迎
え
し
、
小
説
そ
れ
自
体
の
生
成
・

誕
生
か
ら
、
小
説
の
認
知
、
お
よ
び
イ
メ
ー
ジ
の
流
通
に
ま
で
目
を
向
け
る
こ
と
で
、
『
た
け
く
ら
べ
』

と
は
何
か
と
い
う
問
、
さ
ら
に
は
〈
名
作
〉
は
い
か
に
し
て
生
成
し
、
認
知
さ
れ
、
流
通
し
て
ゆ
く
の
か

と
い
う
問
に
、
新
た
な
形
で
迫
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

畷

日
本
女
子
大
学
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス

成
瀬
記
念
講
堂
【
入
場
無
料
・
予
約
不
要
】

豊
橋
本
の
ぞ
み
百
本
女
子
大
学
他
非
常
勤
講
皿

「
変
容
す
る
語
り

ｌ
『
た
け
く
ら
べ
』
の
生
成
過
程
」

笹
尾
佳
代
［
徳
島
大
学
准
教
運

「
〈
翻
訳
〉
の
。
た
け
く
ら
べ
」

Ｉ
更
新
さ
れ
る
物
語
ｌ
」

山
本
欣
司
霞
庫
川
女
子
大
学
教
還

「
信
如
像
再
検
討
の
試
み

ｌ
信
如
は
ツ
ン
デ
レ
か
ｌ
」

十
二
月
二
十
一
日
［
日
］

⑳
③
④
②

『
た
け
く
ら
べ
』

〈
協
力
叩
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
和
文
化
交
流
普
及
協
会
〉

富
士
松
鶴
千
代
薪
内
千
歳
派
三
代
目
家
元
］

新
内
界
の
実
力
者
密
士
松
芳
太
夫
、
冨
士
松
麟
之
助
を
父
母

に
持
ち
、
十
歳
で
プ
ロ
の
道
に
入
る
。
十
六
歳
よ
り
、
富
士
松

謡
千
代
の
名
で
活
動
を
開
始
。
十
一
代
目
市
川
団
十
郎
に
認

め
ら
れ
、
一
九
六
四
年
、
女
性
で
初
め
て
歌
舞
伎
座
で
新
内
の

出
語
り
を
つ
と
め
た
。
八
一
年
、
千
歳
派
三
代
目
家
元
を
継
承
。

活
動
は
古
典
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
文
学
シ
リ
ー
ズ
」
「
新
内
風
物

語
」
等
で
新
境
地
を
開
き
、
三
越
劇
場
を
主
な
拠
点
と
し
て
活

躍
、
歌
舞
伎
座
へ
の
出
誠
も
重
ね
て
い
る
。

平
成
二
十
六
年

問
い
合
わ
せ
先
●
日
本
女
子
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科

〒
１
１
２
１
８
６
８
１
文
京
区
目
白
台
２
１
８
１
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
３
Ｉ
５
９
８
１
Ｉ
３
５
２
２

〔
写
典
］
樋
口
一
葉
肖
像
［
台
東
区
立
一
紫
記
念
館
蔵
〕
／
『
真
繁
版
た
け

く
ら
べ
』
博
文
館
、
大
正
七
年
胃
新
選
名
著
復
刻
全
染
』
近
代
文
学
館
〕

午
後
一
時
～
午
後
四
時
三
十
分
（
終
了
予
定
）

［
開
場
午
後
十
二
時
三
十
分
］
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